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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 本研究は、深海海底含金属堆積物（レアー・アース）の分布状況（金属分析、含有率、存在状態など）

の調査研究であり、我が国の資源確保の上からも重要な調査研究があり、順調に研究が進んでいると考

えられる。 
試料サンプリング調査は JAMSTEC との共同研究としても進められ、新規の堆積物サンプリングが可

能となり、新たなレアー・アース堆積物を発見する成果も上げている。今後も順調に調査海域の拡大と

堆積物サンプリングの分析数の増加も期待でき、調査研究成果が得られるだろう。新たな調査海域での

サンプリングと分析結果によっては、期待以上の調査研究成果が上がる可能性も高いと考えられる。 


